	総　務まちづくり委員会会議録 要 旨

	開会日
	平成２３年１０月２０日（月）午前１０時００分

	閉会日
	平成２３年１０月２０日（月）午後　０時１０分

	場所
	長久手町役場西庁舎第７・８会議室

	出席委員
	委 員 長　　加藤武　　

副委員長　　木村さゆり
委　　員　　岡崎　剛　　吉田ひでき　　原田秀俊

　　　　　　水野竹芳　　丹羽茂雄

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	町長　田一平
総務部長　川本忠　

同次長兼人事秘書課長　山下幸信
同課人事係長　横地賢一

財政課長　福岡智浩
同財政係長　井上隆雄
同行政課長　青山均

同課長補佐　飯島淳

同庶務係長　水野敬久

まちづくり推進部長　鈴木孝美

同次長兼まちづくり協働課長　布川一重
企画政策課長　加藤正純

同課市制係長　門前健
建設部計画課長　高嶋隆明
同課長補佐兼都市整備係長　大橋勝芳
教育部長　水野正志
同次長兼教育総務課長兼学校建設室長　松井豊明

同学校建設室係長　日比野裕行

同次長兼福祉課長　鈴木裕

計１９人

	職務のため出席した者の職氏名
	副議長　水野とみ子
議会事務局長　松原幸雄　　　同補佐　中西直起

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言。
認定第４号
財政課長　　　認定第４号平成２２年度長久手町土地取得特別会計決算認定につい

て説明。

原田委員　　　給食センター用地は全て取得したのか。

教育次長　　　中権代12－1の3／10を今年度に取得して、全て購入した。

原田委員　　　給食センターの土地購入の買い戻し分は土地取得特別会計の歳出ペ

ージには載らないのか。
財政課長　　　一般会計の教育費に買い戻し費用として計上している。

岡崎委員　　　高針御嶽線の進捗状況はどのようか。

計画課長　　　用地は２筆84㎡が未買収、本日提出の資料で色の付いている部分は

補正予算議決後に発注したい。
岡崎委員　　　未買収地の目途はどうか。古い管はどうするのか。
計画課長　　　未買収地は地権者と交渉中である。既存の側溝は撤去する。
　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし。
賛成討論なし。

採決の結果、認定第４号平成２２年度長久手町土地取得特別会計決算

認定については全員が賛成。

認定第４号は原案のとおり認定。

議案第３５号

財政課長　　　議案第３５号平成２３年度長久手町一般会計補正予算（第２号）につ

いて説明。
岡崎委員　　　予算書９ページ、寄付者の会社名は説明欄に記載しないのか。
福祉課長　　　 匿名希望者以外は町広報で掲載する。
原田委員　　　予算書11ページ、社会福祉協議会補助金精算金はどのようなものか。
財政課長　　　年度途中の退職者の精算や人事院勧告による給与減によるもの。
吉田委員　　　予算書13ページ、社会福祉協議会補助金について、これまでの町か

らの出向が嘱託に代わったのか。業務はどうか。
総務部長　　　派遣法の改正があり、プロパーでの対応が必要になったため変更した。
　　　　　　業務内容は同じである。
原田委員　　　生活保護事業費の嘱託員報酬について、542,000円の算定はどのよう

か。
福祉課長　　　町の嘱託員報酬は、１人１月で19万円以内という規定があるので、

この範囲内の額とした。
原田委員　　　予算書17ページ、仮設校舎設置工事について、本会議では、市が洞
小学校のプレハブ教室を７から４クラスに変更して、増設工事を早め
るとの説明であったが、再度経緯を説明されたい。
教育次長　　　将来推計を確実にするため仮設での対応期間を２年間とし、増築を早
めることにした。
　　質疑及び意見を終了
討論
反対討論なし。
賛成討論なし。
採決の結果、議案第３５号長久手町平成２３年度長久手町一般会計補予算（第２号）は全員賛成により可決。
　　　　　　　　　　議案３５号は原案のとおり可決
議案第３８号

総務部次長　　議案第３８号長久手市公平委員会の設置に関する条例の制定につい

て説明。

吉田委員　　　今後の影響はないのか。
総務部次長　　現在は県人事委員会に委託しているので、市が単独で委員会を設置し

ても特には変わらない。
吉田委員　　　委員はどのように選考するのか、資格は必要か、一般公募はするのか。
総務部次長　　３人で、議会の同意が必要なので３月議会に提案する。資格要件はな
い。同意案件なので公募ではなく町で選考する。
吉田委員　　　職員の勤務条件等を審議するのか。
総務部次長　　勤務条件上の要求、不利益処分の不服申し立て等を審査することにな

る。
原田委員　　　委員に宣誓を求めるような責任ある委員会だが、１回あたりの報酬が

7,300円というのは安いのではないか。
総務部次長　　非常勤特別職の報酬としてはほとんど7,300円であり、近隣市の状況
を踏まえて決定した。
　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし
賛成討論

原田委員　　　公平委員会を市に設置することは、職員の身近になり、不服があれば

すぐに申し立てができるという利点があり賛成する。
採決の結果、議案第３８号長久手市公平委員会の設置に関する条例の

制定については全員賛成により可決。

案第３８号は原案のとおり可決。

議案第３９号

人事秘書課長　議案第３９号長久手市公平委員会の委員の服務の宣誓に関する条例

の制定について説明。

原田委員　　　宣誓文章は一般職員とどうちがうのか。
総務部次長　　（一般職用の宣誓文を読み上げる）
　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし
賛成討論なし。

採決の結果、議案第３９長久手市公平委員会の委員の服務の宣誓に関する条例の制定については全員賛成により可決。

議案第３９号は原案のとおり可決。

　　　　　　　午前１１時　４分　　休憩

　　　　　　　午前１１時１５分　　再開

議案第４０号

総務部次長　　議案第４０号長久手町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例について説明。

　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし。
賛成討論なし。

採決の結果、議案第３３号長久手町を長久手市とすることについては全員賛成により可決。

議案第４０号は原案のとおり可決。

議案第４１号

総務部次長　　議案第４１号長久手町名誉町民条例の一部を改正する条例について

説明。

原田委員　　　条文から「弔詞」を削った理由は何か。
総務部次長　　近年、家族葬も増え、葬儀の形態が変わってきているため削除した。
　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし。
賛成討論なし。

採決の結果、議案第４１号長久手町名誉町民条例の一部を改正する条例については全員賛成により可決。

議案第４１号は原案のとおり可決。

　　　　　　　議案第４２号

総務部次長　　議案第４２号長久手町職員の昭和四十八年度における期末手当の割
合等の特例に関する条例を廃止する条例について説明。

吉田委員　　　廃止を忘れていたのは、担当課も議員も気がつかなかったということ

か。
総務部次長　　結果として残ってしまった。
　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし。
賛成討論なし。

採決の結果、議案第４２号長久手町職員の昭和四十八年度における期末手当の割合等の特例に関する条例を廃止する条例については全員賛成により可決。

議案第４２号は原案のとおり可決。

議案第４３号

総務部次長　　議案第４３号長久手町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に

関する条例の特例を定める条例を廃止する条例について説明。

吉田委員　　　廃止を忘れていた原因は何か。

総務部次長　　手続きを忘れていたということである。

　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし。
賛成討論なし。

採決の結果、議案第４３号長久手町特別職の職員で常勤のものの給与

及び旅費に関する条例の特例を定める条例を廃止する条例について

は全員賛成により可決。

議案第４３号は原案のとおり可決。

議案第４４号

総務部次長　　議案第４４号長久手町職員の休日及び休暇に関する条例の特例を定

める条例を廃止する条例について説明。

　　　　質疑及び意見を終了

討

反対討論なし。
賛成討論なし。

採決の結果、議案第４４号長久手町職員の休日及び休暇に関する条例

の特例を定める条例を廃止する条例については全員賛成により可決。

議案第４４号は原案のとおり可決。

議案第５９号

総務部次長　　議案第５９号公平委員会の事務の委託に関する規約を廃止する規約

について説明。

　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし。
賛成討論なし。

採決の結果、議案第５９号公平委員会の事務の委託に関する規約を廃

止する規約については全員賛成により可決。

議案第５９号は原案のとおり可決。

議案第４５号

行政課長　　　議案第４５号長久手町を長久手市とすることに伴う関係条例の整理

に関する条例の制定について説明。

原田委員　　　制定の内容(2)で、「・・・不適切な箇所には適用しない。」の不適切な

箇所とはどこか。
行政課長　　　改正の履歴を記載した附則のことである。
　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし。
賛成討論なし。

採決の結果、議案第４５号長久手町を長久手市とすることに伴う関係

条例の整理に関する条例の制定については全員賛成により可決。

議案第４５号は原案のとおり可決。

議案第４６号

行政課長　　　議案第４６号市制施行に係る字の名称及び区域の変更に伴う関係条

例の整理に関する条例の制定について説明。

原田委員　　　住所の表示で「の」と「ノ」は統一しないのか。
行政課長　　　字の名称として「の」や「ノ」があって本来の字の名称としている。
　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし。
賛成討論なし。

採決の結果、議案第４６号市制施行に係る字の名称及び区域の変更に

伴う関係条例の整理に関する条例については全員賛成により可決。

議案第４６号は原案のとおり可決。

議案第４７号

行政課長　　　議案第４７号長久手町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分に関する条例の一部を改正する条例について説明。

原田委員　　　金額を引き上げることで議会の関与が減る。他の市は同じ基準なのか。

　　　　　　議会のチェックシステムはどのように保障するのか。
行政課長　　　昨年度は３件が議会審議の対象となったが、今回の改正ではそのうち

１件が対象外となる。近隣市は全て同じ基準である。現在でも100万

円以上の契約は議会に報告し、町ホームページでも公表している。
　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし。
賛成討論なし。

採決の結果、議案第４７号長久手町議会の議決に付すべき契約及び財

産の取得又は処分に関する条例の一部を改正する条例については全

員賛成により可決。

議案第４７号は原案のとおり可決。

議案第４８号

行政課長　　　議案第４８号長久手町情報公開条例の一部を改正する条例について

説明。

　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし。
賛成討論なし。

採決の結果、議案第４８号長久手町情報公開条例の一部を改正する条

例については全員賛成により可決。

議案第４８号は原案のとおり可決。

議案第５８号

企画政策課長　議案第５８号市制施行に伴う字の名称及び区域の変更について説明。

原田委員　　　字名の「の」や「ノ」は従来の表示とするとのことだが、「市ケ洞」

は将来どうするのか。

企画政策課長　本換地の際に「市が洞」としたい。
原田委員　　　アンケート結果を尊重したとのことだが、本来は町が見解を出して、

住民を含めた十分な議論をするべきではなかったか。

企画政策課長　市制施行名称等検討委員会で、住所には統一が必要なことから、一度

は、大字名を付けない決定をしたが、６月に請願が提出されたためア

ンケートを実施し、その結果を踏まえて一部の大字名を残すことにし

たものである。

　　　　質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし。
賛成討論なし。

採決の結果、議案第５８号市制施行に伴う字の名称及び区域の変更に

ついては賛成多数（原田委員反対）により可決。

議案第５８号は原案のとおり可決。

請願第５号

委員長　　　　請願第５号　市制施行に伴う住所表示について町民アンケートに従
って地区住民の要望する大字名（または旧村名）と小字名を併記する
ことを要望する請願については、継続審査の扱いとなっていたが、す
でに同じ内容の議案が可決されているので、請願第５号において、大
字名を残した岩作及び前熊と小字名を併記する要望は採択されたも
のとみなす。一方で、大字を残した長湫、大草及び北熊の復活と小
字名を併記する要望は不採択されたものとみなす。
　　　　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。
　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議ないため、継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認。

閉会宣言
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２３年１０月２０日
総務まちづくり委員会委員長　加藤　武
PAGE  
10

